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平
成
29
年
度
総
会
に
お
き
ま
し
て
ご

承
認
い
た
だ
き
、
６
期
目
の
高
Ｐ
連
会

長
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
に
改
め
て
お
礼

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
執

行
体
制
の
も
と
、
『
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
ふ
る
さ

と
の
ソ
コ
ヂ
カ
ラ
』
を
発
信
し
つ
つ
、

活
力
あ
る
高
Ｐ
連
活
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
日
の
教
育
現
状
に
目
を
向

け
る
と
き
、
少
子
化
や
貧
困
問
題
、
家

庭
や
地
域
社
会
の
「
教
育
力
」
の
著
し

い
低
下
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に

よ
る
新
た
な
問
題
を
は
じ
め
、
い
じ

め
・
薬
物
乱
用
・
校
内
暴
力
や
凶
悪
な

若
年
犯
罪
な
ど
、
極
め
て
深
刻
な
状
況

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
を

尊
重
す
る
あ
ま
り
規
範
意
識
の
低
下
も

見
ら
れ
、
社
会
全
体
の
教
育
に
対
す
る

信
頼
が
大
き
く
揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
国
レ
ベ

ル
で
教
育
制
度
の
改
革
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
の
教
育
問
題
に
は
、
学
校

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
部
分
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
保
護
者
が
学
校
に
関

わ
れ
ば
我
が
子
の
こ
と
も
よ
く
見
え
て

き
ま
す
し
、
学
校
教
育
が
学
習
面
だ
け

で
な
く
多
様
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
こ

と
や
、
先
生
方
の
苦
悩
も
分
か
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
保
護
者
同
士

の
交
流
、
保
護
者
と
学
校
と
の
対
話
を

通
し
て
情
報
を
共
有
し
、
そ
し
て
地
域

社
会
を
も
巻
き
込
ん
だ
運
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
高
校
生
の
意
識
調
査
で
は

「
自
分
に
自
信
が
な
い
」
や
「
将
来
の

目
標
が
な
い
」
と
い
っ
た
、
自
己
否
定

感
が
他
国
の
高
校
生
と
比
べ
て
圧
倒
的

に
高
い
数
字
を
示
し
て
い
ま
す
。
社
会

的
な
要
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
青
少
年
の
自
立
へ
の
意
欲

の
な
さ
に
対
す
る
我
々
大
人
の
責
任
は

非
常
に
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
青

少
年
の
自
立
を
巡
る
課
題
の
責
任
を
他

者
に
転
嫁
し
て
こ
な
か
っ
た
か
、
厳
し

く
問
い
直
す
べ
き
で
す
。

　

我
々
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
結
成
当
初
か

ら
そ
の
目
的
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
時

代
と
と
も
に
そ
れ
を
担
う
役
割
は
変
化

し
て
お
り
、
柔
軟
か
つ
複
眼
的
な
視
野

に
立
っ
て
多
様
な
問
題
に
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

高
Ｐ
連
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
各
校

と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
有
意
義
な
活

動
を
展
開
し
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め

子
ど
も
た
ち
に
も
信
頼
さ
れ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
一
層

の
ご
協
力
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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県教育委員会事務局　生涯学習・文化財課より

期　日　平成29年10月20日（金）・21日（土）
訪問校　立命館大学（びわこ・くさつキャンパス）
　　　　龍谷大学（瀬田キャンパス）
　　　　キャリエールホテル旅行専門学校
　　　　京都造形芸術大学

高Ｐ連より（一般財団法人香川県高等学校教育振興会主催）
第24回大学・専門学校訪問研修会（京都・滋賀方面）の実施

高Ｐ連より
泉　　満会長が「全国高Ｐ連副会長」に就任
　平成 29 年度全国高Ｐ連定時総会において、本県高Ｐ連泉　満会
長が「全国高Ｐ連副会長」に選出され就任しました。
　昨年度の全国高Ｐ連健全育成委員会委員長に続き、全国高Ｐ連の
中枢としての運営・活動も担われますが、このことにより、本県にとっ
ても PTA 活動に必要な情報入手や各機関との連携がさらに密になる
ことが期待されます。

保護者のみなさん、「お子さんに当てはまることはありませんか？」

☆チェックが入った項目についてワンポイントアドバイス！☆

　□　Ｑ１　平日は睡眠不足なので、週末たくさん寝ている。
　□　Ｑ２　帰宅した後、仮眠をとってから勉強している。
　□　Ｑ３　試験前日は最後の追い込み！ほとんど眠らず勉強している。
　□　Ｑ４　寝る前に、ちょっとリラックス。スマートフォンを見たりゲームをしたりする。
　□　Ｑ５　気がついたら１日に２時間以上、ゲームやインターネットをしていることがある。

る
す

Ｑ１　週末に生活リズムが乱れると、月曜日に体がだるいなど、体調を崩すことがあります。
休日も平日と大体同じ時刻に就寝・起床するよう、お子さんに声をかけましょう。

Ｑ２　夕方の仮眠は、夜更かしにつながりがち。夜早めに寝て、朝早めに起きるのが good!
Ｑ３　脳がその日にあった記憶の整理や定着を行っているのは睡眠中。「勉強した後、

しっかり睡眠をとった方が、内容が頭に残るよ」とお子さんに伝えてみましょう。
Ｑ４　スマートフォンやゲーム機などの液晶画面の光には、ブルーライトという強い光
　　　を含むものがあります。このブルーライトを浴びると、なかなか眠れなくなった
　　　り、朝起きるのがつらくなったりする可能性があります。電子機器の利用は、寝
　　　る１時間前にはやめるよう、お子さんと話し合ってルールを決めましょう。

・Ｑ５
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平成29年度

役員名簿役員名簿

清川メッキ工業株式会社　専務取締役　清川　卓二　氏

　

７
月
24
日

に
香
川
県
教

育
セ
ン
タ
ー

大
研
修
室
に

お
い
て
、

『
平
成
29
年

度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
等
研
修
講

演
会
』
が
県

教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

福
井
県
に
あ
り
ま
す
、
清
川

メ
ッ
キ
工
業
株
式
会
社
の
専
務
取

締
役
兼
品
質
保
証
部
部
長
清
川
卓

二
氏
を
お
招
き
し
、
「
社
会
と
協

働
し
て
進
め
る
キ
ャ
リ
ア
教
育　

〜
社
会
が
求
め
る
資
質
・
能
力

〜
」
と
題
し
て
、
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

清
川
氏
は
、
平
成
２
年
に
福
井

大
学
工
学
部
応
用
化
学
科
を
ご
卒

業
後
、
松
下
電
子
部
品
株
式
会
社

で
の
ご
勤
務
を
経
て
、
平
成
４
年

に
清
川
メ
ッ
キ
工
業
に
入
社
、
現

職
に
至
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

清
川
メ
ッ
キ
工
業
創
業
者
の
次
男

で
あ
り
、
現
在
創
業
者
は
会
長
を
、

長
男
が
社
長
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

清
川
メ
ッ
キ
工
業
入
社
後
は
、

品
質
シ
ス
テ
ム
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０

１
」
、
環
境
シ
ス
テ
ム
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
」
の
取
得
に
ご
尽
力

さ
れ
、
さ
ら
に
第
１
回
も
の
づ
く

り
日
本
大
賞
経
済
産
業
大
臣
特
別

賞
や
科
学
技
術
大
賞
な
ど
数
々
の

受
賞
歴
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
係
る
協
議
会
や

委
員
会
の
委
員
、
（
独
）
教
員
研

修
セ
ン
タ
ー
（
文
部
科
学
省
）
に

お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
指
導
者
養

成
研
修
講
師
も
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

清
川
氏
は
講
演
の
中
で
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
よ
り
、
身
に
付
け
る

も
の
は
『
働
く
喜
び
』
を
感
じ
ら

れ
る
力
で
あ
る
。
働
く
喜
び
を
知

る
た
め
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、

知
っ
て
お
く
、
体
験
し
て
お
く
、

身
に
付
け
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
の
と

き
、
そ
れ
ぞ
れ
３
つ
す
な
わ
ち
全

部
で
９
つ
の
資
質
・
能
力
で
あ
る
。

企
業
が
学
校
と
連
携
し
て
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
進
め
る
上
で
９
つ
の

力
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
み
、
す

す
め
る
か
。
こ
れ
は
、
「
学
校
・

子
ど
も
た
ち
に
求
め
て
は
い
け
な

い
」
、
「
教
え
る
大
人
に
求
め

る
」
、
「
実
践
で
、
大
人
に
都
度

考
え
さ
せ
て
対
応
さ
せ
る
」
、

「
結
果
、
子
ど
も
た
ち
に
身
に
付

け
て
ほ
し
い
資
質
・
能
力
が
伝
わ

る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
学
校
に
お
け
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
・
企
業
協
働
成
功
の
た

め
の
５
大
要
因
は
、
①
企
業
に
お

願
い
す
る
な
。
「
お
願
い
」
で
は

な
く
「
協
働
」
と
し
て
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
位
置
づ
け
る
。
②
子
ど
も

た
ち
に
希
望
を
取
る
な
。
未
知
な

る
経
験
を
積
ま
せ
ろ
。
③
夢
を
持

た
せ
よ
う
と
す
る
な
。
夢
に
築

（
気
づ
）
か
せ
ろ
。
④
有
名
な
企

業
、
大
企
業
を
求
め
る
な
。
身
近

な
人
の
仕
事
の
誇
り
と
働
く
喜
び

を
求
め
ろ
。
⑤
情
報
を
貯
め
る
な
。

外
に
放
出
し
ろ
。

　

以
上
の
こ
と
を
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
指

標
に
し
た
日
本
の
競
争
力
の
分
析
、

シ
ュ
ン
ベ
ー
タ
ー
の
経
済
学
の
引

用
、
７
５
３
現
象
の
要
因
分
析
、

自
身
の
成
功
例
の
紹
介
な
ど
を
、

テ
ン
ポ
の
良
い
、
質
問
あ
り
、
音

楽
あ
り
、
自
社
の
Ｃ
Ｍ
あ
り
と
、

飽
き
さ
せ
な
い
話
法
で
述
べ
ら
れ
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
本
来
の
役
割
を

明
確
に
指
し
示
し
て
い
た
だ
い
た

講
演
で
し
た
。

　

６
月
９
日
、
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル

高
松
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
推
進
功
労
者
表
彰
式
、
香
川

県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会
及

び
一
般
財
団
法
人
香
川
県
高
等
学
校

教
育
振
興
会
定
時
評
議
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
工
代
県
教
育
長
を

始
め
、
県
教
育
委
員
会
、
関
係
団
体

等
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
退
任
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
推

進
功
労
者
と
し
て
、
表
彰
状
43
名
、

感
謝
状
46
名
、
県
連
本
部
功
労
者
10

名
が
表
彰
さ
れ
、
泉　

満
会
長
か
ら
お
一
人
ず
つ
賞
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
の
あ
と
、

受
賞
者
を
代
表
し
て

三
本
松
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
で
あ
り
、
本
会

副
会
長
で
あ
っ
た
川

北
繁
伸
様
が
謝
辞
を

述
べ
て
式
は
終
了
し

ま
し
た
。

　

高
Ｐ
連
総
会
に
お
い
て
は
、

○
28
年
度
事
業
報
告

○
28
年
度
収
支
決
算
、
監
査
報
告

○
29
年
度
事
業
計
画
案

○
29
年
度
収
支
予
算
案

○
29
年
度
役
員
の
選
任

○
第
59
回
中
四
国
地
区
高
Ｐ
連
大
会　

　

（
山
口
大
会
）
に
つ
い
て

○
第
67
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会
（
静
岡

　

大
会
）
に
つ
い
て

　

の
議
案
に
つ
い
て
、
本
会
役
員
よ

り
説
明
・
報
告
の
後
、
審
議
さ
れ
全

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
教
育
振
興
会
定
時
評
議

員
会
に
お
い
て
は
、

○
28
年
度
事
業
報
告

○
28
年
度
収
支
決
算
、
監
査
報
告

○
理
事
及
び
監
事
の
辞
任
に
伴
う
改
選

　

の
３
議
案
が
滞
り
な
く
議
了
し
た
の
ち
報
告
事
項
に
移
り
ま
し
た
。

○
29
年
度
事
業
計
画

○
29
年
度
収
支
予
算

○
公
益
事
業
に
つ
い
て

　

以
上
を
も
っ
て
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

役職名
会　長
副会長

理　事

氏　名
泉　　　満
名和京太郎
國時　忠能
溝渕　祥民
松木　聡司
堀　　政礼
元山由紀美
井上　　雅
入屋　　充

所属校
高　松　南
三　本　松
丸　　　亀
高 　 　 松
石　　　田
高 松 工 芸
香 川 中 央
坂 出 工 業
善通寺第一

所属校役職名
顧　問
会　長
会　長
校　長
校　長
会　長
会　長
会　長
会　長

役職名
理　事

常務理事
監　事

顧　問

氏　名
高井　信一
合田　貴憲
栗林　　哲
小野　眞澄
岡　みゆき
安藤　航二
松川　博文
福田　直樹
綾田　福雄

所属校
観音寺第一
観音寺総合
坂 出 第 一
大手前丸亀
盲

高Ｐ連事務局
高　松　西
丸 亀 城 西
元高Ｐ連会長
（大手前高松）

所属校役職名
校　長
会　長
校　長
校　長
校　長
事務局長
会　長
会　長
顧　問

平成29年度　一般財団法人
香川県高等学校教育振興会

役職名
理事長
常務理事
理　事

監　事

氏　名
泉　　　満
安藤　航二
溝渕　祥民
中筋　政人
高井　信一
中條　敏雄
小野　眞澄
松川　博文
福田　直樹

所属校
高　松　南
振興会事務局
高　　　松
高 松 商 業
観音寺第一
高 松 第 一
大手前丸亀
高　松　西
丸 亀 城 西

所属校役職名
顧　問
事務局長
校　長
校　長
校　長
校　長
校　長
会　長
会　長

平成29年度　香川県高等学校PTA連合会

社会と協働して進めるキャリア教育～社会が求める資質・能力～
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本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
は
、
農
業
科
特
有
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。
昨

年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
は
、

本
校
馬
術
部
に
協
力
を

お
願
い
し
て
の
「
乗
馬

体
験
」
で
し
た
。
前
半
は
部
顧
問
の
先
生
か
ら

馬
の
種
類
や
競
技
種
目
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
た
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
馬
術
部

で
飼
育
し
て
い
る
十
頭
の
馬
た
ち
は
、
初
心
者

向
け
の
お
と
な
し
い
馬
、
乗
り
こ
な
し
は
難
し

い
が
競
技
会
に
出
場
す
る
馬
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

目
的
が
違
っ
て
い
る
と
知
り
驚
き
ま
し
た
。
後

半
は
馬
術
部
の
生
徒
た
ち
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

広
い
馬
場
を
の
ん
び
り
ゆ
っ
た
り
馬
の
背
に
ゆ

ら
れ
ま
し
た
。
騎
乗
姿
も
写
真
係
の
先
生
が

撮
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ポ
ニ
ー
と
写
真
を

撮
っ
た
り
、
部
員
た
ち
と
話
し
た
り
と
終
始
楽

し
い
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
の
一
年
生
は
全
員
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま

で
一
年
間
寮
で
共
同
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
食

事
、
洗
濯
、
風
呂
、
テ
レ
ビ
な
ど
寮
生
活
で
は

自
律
・
協
同
・
責
任
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
さ
て
、

金
曜
日
は
週
に
一
度
の
帰
省
日
、
寮
は
家
路
を

急
ぐ
生
徒
で
賑
わ
い
ま
す
。
こ
の
日
に
は
、
上

級
生
が
寮
の
前
で
販
売
す
る
採
れ
た
て
野
菜
や

果
物
な
ど
を
買
い
求
め
る
生
徒
も
い
ま
す
。

「
お
母
さ
ん
、
こ
れ
好
き
だ
か
ら
。
」
「
母
さ

ん
、
喜
ぶ
か
な
。
」
な
ど
と
話
し
な
が
ら
、
笑

顔
で
野
菜
を
入
れ
た
袋
を
提
げ
て
帰
っ
て
行
き

ま
す
。
映
画
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
で
、
お
母

さ
ん
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
届
け
よ
う
と
す
る
場

面
を
彷
彿
さ
せ
ま
す
。
寮
で
の
生
活
は
、
家
族

の
絆
を
深
め
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
我
が
子

が
育
て
た
農
作
物
を
味
わ
い
な
が
ら
、
学
校
で

の
話
が
弾
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

　

農
業
経
営
高
校
で
は
、
学
級
懇
談
だ
け
で

な
く
、
寮
担
任
懇
談
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
農
業
科
な
ら
で
は
の
特
徴
を
最

大
限
活
か
し
て
、
子
ど
も
達
と
保
護
者
が
共
に

成
長
で
き
る
よ
う
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　

本
校
は
昭
和
13
年
に

創
立
さ
れ
、
「
誠
実
・

創
意
・
協
調
」
の
校
訓

の
も
と
、
「
一
歩
進
ん

だ
技
術
」
を
目
指
し
て
、

数
多
く
の
優
秀
な
技
術

者
を
養
成
し
、
実
社
会
へ
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

機
械
科
（
機
械
コ
ー
ス
・
自
動
車
コ
ー
ス
）
・

電
気
科
・
建
築
科
・
化
学
工
学
科
の
４
学
科
が

あ
り
、
充
実
し
た
施
設
・
設
備
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
教
師
と
生
徒
が
一
緒
に
な
っ
て
実
験
や

実
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
３
年
次

に
は
理
工
系
の
国
公
立
大
学
へ
の
進
学
希
望
者

を
対
象
と
し
た
、
進
学
コ
ー
ス
を
編
成
し
て
お

り
、
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
本
年
度
に
創
立
80
年
を
迎
え
ま
す
。

記
念
事
業
と
し
て
、
創
立
80
周
年
記
念
式
典
・

坂
工
展
10
月
21
日
（
土
）（
非
公
開
）・
22
日

（
日
）（
公
開
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
先
日
、

９
月
３
日
に
創
立
50
周
年
時
に
埋
め
ら
れ
た

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封
し
ま
し
た
。
食
堂
横

の
「
憩
い
と
語
ら
い
の
庭
」
に
埋
め
ら
れ
て
い

た
Ｆ
Ｒ
Ｐ

（
繊
維
強

化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
）

の
容
器
に

密
閉
さ
れ

て
い
た
タ

イ
ム
カ
プ

セ
ル
（
桐

箱
）
か
ら

収
蔵
品
を

無
事
に
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て
は
、
健
脚
大
会
の
湯
茶

接
待
、
坂
工
展
で
の
喫
茶
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
研
修
旅
行
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
の
発
行
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
坂
出
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
（
４
高
校
）
に
よ
る
登
校
時
合
同
交
通
指

導
、
街
頭
補
導
、
親
睦
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
健
脚
大
会
に
参
加
の
保
護
者
か
ら
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

「
生
徒
達
は
学
年
関
係
な
く
み
ん
な
仲
良
く

ワ
イ
ワ
イ

と
賑
や
か

に
昼
食
を

取
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
し
て
給

水
の
際
に

は
み
ん
な

が
大
き
な

声
で
お
礼

を
言
っ
て

か
ら
、
笑

顔
で
休
憩

所
を
出
発
し
て
行
き
ま
し
た
。
驚
い
た
事
は
、

た
だ
歩
く
だ
け
で
な
く
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
な
が

ら
歩
い
て
い
た
生
徒
が
い
た
こ
と
で
す
。
こ
れ

を
見
た
時
は
、
本
当
に
坂
出
工
業
は
素
晴
ら
し

い
学
校
だ
な
と
感
心
し
ま
し
た
。
」

PTA乗馬体験

夜の学習時間

タイムカプセル開封式

健脚大会
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７
月
14
日
（
金
）
、
海
峡
メ
ッ
セ
下
関
に
お
い
て
山
口
大
会
が
開
催
さ
れ
、
中
国
・
四

国
よ
り
約
１
６
０
０
名
、
香
川
県
か
ら
は
35
校
64
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
、
２
０
１
４
年
セ
ン
バ
ツ
高
校
野
球
大
会
で
国
歌
を
独
唱
し
た
、
下
関

出
身
野
々
村
彩
乃
氏
の
国
歌
独
唱
が
あ
り
、
清
ら
か
な
気
持
ち
で
大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

開
会
行
事
の
後
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
財
務
課
長　

伊
藤
学
司
氏
に
よ
る

「
こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昼
食
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
下
関
市
の
伝
統
芸
能
「
海
峡
上
臈
絵
巻
」
の
上

演
が
あ
り
ま
し
た
。
絢
爛
豪
華
な
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
太
夫
が
会
場
内
を
練
り
歩
く
上

臈
道
中
は
圧
巻
で
、
目
の
前
で
外
八
文
字
も
披
露
さ
れ
、
歴
史
浪
漫

を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
研
究
協
議
が
行
わ
れ
、
島
根
県
立
矢
上
高
校
に
よ
る

　

「
高
校
存
続
と
魅
力
化　

〜
地
域
と
学
校
を
結
ぶ
Ｐ
Ｔ
Ａ
〜
」
、

香
川
県
立
高
瀬
高
校
に
よ
る
「
学
校
と
繋
が
り
、
子
ど
も
と
繋
が
る

　

〜
学
校
と
と
も
に
育
む
人
間
力
〜
」
、
山
口
県
高
Ｐ
連
に
よ
る

「
山
口
県
高
Ｐ
連
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン　

Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ　

Ｔ
Ｏ　

２
０

２
０
」
と
題
し
て
、
実
践
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
校
目
の
島
根
県
立
矢
上
高
校
で
は
、
学
校
の
存
続
と
そ
の
た
め
の
魅
力
づ
く
り
に
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
も
積
極
的
に
関
わ
っ
た
結
果
、
入
学
志
願
者
が
定
員
を
上
回
り
、
生
徒
、
保
護
者

の
学
校
に
対
す
る
満
足
度
も
９
割
を
超
え
る
な
ど
大
い
に
成
果
が
得
ら
れ
た
。
二
校
目
の

本
県
高
瀬
高
校
で
は
、
「
ハ
ロ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
挨
拶
運
動
）
」
や
「
ク
リ
ー
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
清
掃
活
動
）
」
、
「
親
子
で
行
く
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
、
「
大
切
な
あ

な
た
へ　

〜
三
行
ラ
ブ
レ
タ
ー
〜　

の
展
示
」
な
ど
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
と
お
し
て
、
人
間

力
の
向
上
そ
し
て
学
力
の
向
上
に
繋
げ
て
い
る
。
最
後
に
山
口
県
高
Ｐ
連
会
長
の
発
表
で

は
、
２
０
１
３
年
全
国
高
Ｐ
連
大
会
山
口
大
会
を
き
っ
か
け
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
熟

議
」
の
成
果
を
レ
ガ
シ
ー
に
、
２
０
２
０
年
に
向
け
た
中
期
計
画
を
策
定
し
、
課
題
解
決

の
た
め
に
「
カ
タ
リ
場
」
と
「
熟
議
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
は
、
地
域
の
特
性
や
学
校
の
実
情
に

沿
っ
た
興
味
深
い
活
動
で
あ
り
、
発
表
後
に
は
活
発
な
質

疑
応
答
が
な
さ
れ
、
大
変
有
意
義
な
研
究
協
議
で
あ
り
ま

し
た
。

　

閉
会
行
事
で
は
、
板
谷　

正
中
国
・
四
国
地
区
高
Ｐ
連

会
長
の
挨
拶
の
後
、
次
期
開
催
県
で
あ
る
愛
媛
県
高
Ｐ
連

髙
梨
聖
丈
会
長
は
じ
め
愛
媛
県
連
の
方
々
に
よ
る
、
坊

ち
ゃ
ん
や
マ
ド
ン
ナ
な
ど
に
扮
し
た
趣
向
を
凝
ら
し
た
愛

媛
大
会
へ
の
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、
山
口
大
会
が
終
了
し

ま
し
た
。

祝　表　彰
～おめでとうございます～

第59回 中国・四国地区高等学校PTA連合会大会　　　大会報告

第67回 全国高等学校PTA連合会大会　　　大会報告会報会静岡

山口

「
有
徳
の
人
」づ
く
り

大
会
テ
ー
マ

〜
未
来
の
た
め
に
行
動
す
る「
一人
」を
育
て
よ
う
〜

育
て
、生
き
る
チ
カ
ラ
！　

　
　
　

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
子
ど
も
達
の
応
援
団

大
会
テ
ー
マ

〜
今
、変
革
の
時
。さ
ら
に一歩
踏
み
出
そ
う
〜

　静岡大会において香川県より受賞
された個人・団体・役員表彰の表彰
者（校）は、次のとおりです。
◆全国高P連会長表彰（個人）

・藤野　譲二　氏
（高松工芸高校前ＰＴＡ会長）
　　単Ｐ副会長１年
　　単Ｐ会長２年
　　県高Ｐ連監事２年

◆役員表彰

・井上　直樹　氏
（香川県高Ｐ連前事務局長）
　県高Ｐ連事務局長５年

・大西　　浩　氏
（丸亀城西高校前ＰＴＡ会長）
　　単Ｐ会長２年
　　県高Ｐ連監事２年

◆全国高P連会長表彰（団体）

・香川県立
　多度津高校PTA（左）

　

８
月
24
日
（
木
）
・
25
日
（
金
）
に
、
静
岡
県
袋
井
市
他

に
お
い
て
第
67
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会
静
岡
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
香
川
県
か
ら
33
校
68
名
が
、
全
国
か

ら
約
９
４
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
１
日
目
の
開
会
式
に
続
く
表
彰
式
で
は
、
文
部
科
学

大
臣
表
彰
や
全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰
等
が
あ
り
、
香
川
県
関

係
で
は
２
団
体
と
３
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
基
調
講
演
で
は
、
静
岡
大
学
名
誉
教
授
の
小
和

田
哲
男
先
生
が
「
戦
国
武
将
に
学
ぶ
子
育
て
と
人
づ
く
り
」

と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
小
和
田
先
生
は
静
岡
市
出
身

の
歴
史
研
究
家
で
、
「
お
ん
な
城
主　

直
虎
」
な
ど
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
時
代
考
証
も
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
国

時
代
は
お
寺
が
修
行
や
教
育
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
親

か
ら
子
・
孫
へ
の
教
育
と
し
て
、
「
武
辺
咄
」
と
い
う
自
分

の
経
験
談
を
よ
く
話
し
て
聞
か
せ
た
こ
と
、
な
ど
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
信
長
や
家
康
が
人
材
の
目
利
き
や
長

所
を
伸
ば
す
こ
と
に
長
け
て
い
た
こ
と
な
ど
を
丁
寧
に
説
明

し
て
く
だ
さ
り
、
大
変
興
味
深
く
、

参
考
と
な
る
内
容
で
し
た
。

　

午
後
の
分
科
会
で
は
７
会
場
に

分
か
れ
、
「
全
国
高
Ｐ
連
研
究
発

表
」
で
は
昨
年
度
行
っ
た
安
心
協

Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｓ
テ
ス
ト
の
結
果
を
基
に

研
究
発
表
を
、
そ
の
他
の
分
科
会

で
は
「
『
有
徳
の
人
』
を
育
て
る
」
を
共
通
テ
ー
マ
に
、
事

例
発
表
や
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
第
４
分
科
会
で
は
中
四
国
大
会
に
続
き
、
本
県

高
瀬
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
矢
野
智
昭
様
が
「
学
校
と
繋
が
り
、

子
ど
も
と
繋
が
る　

〜
学
校
と
と
も
に
育
む
人
間
力
〜
」
と
題

し
て
研
究
発
表
さ
れ
、
発
表
は

大
い
に
反
響
を
呼
び
、
た
く
さ

ん
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
２
日
目
は
、
記
念
講
演

と
閉
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

の
形
で
、
静
岡
県
出
身
の
俳
優

筧
利
夫
さ
ん
が
「
筧
利
夫　

こ

れ
が
オ
レ
の
生
き
ザ
マ
だ
！
」

と
題
し
て
、
高
校
時
代
の
思
い

出
、
両
親
や
年
齢
の
離
れ
た
兄

弟
と
の
関
係
、
中
学
の
卒
業
式
に
「
僕
は
俳
優
に
な
り
ま

す
」
と
宣
言
し
た
こ
と
、
な
り
た
い
自
分
を
鮮
明
に
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
な
ど
を
、
時
に
笑
い
を
誘
い
な
が
ら
、
時
に
真

面
目
に
お
話
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
一
言
、
「
子
ど
も
た

ち
は
み
ん
な
、
何
か
を
考
え
て
い
る
は
ず
、
親
子
関
係
を
築

く
た
め
に
、
絶
対
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
盗
み
見
な
い
で
く
だ
さ
い

ね
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

大
会
中
の
高
校
生
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
郷
土
芸

能
、
箏
曲
、
吹
奏
楽
、
管
弦
楽
そ
し
て
和
太
鼓
と
盛
り
だ
く

さ
ん
で
、
そ
の
熱
演
に
は
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
大
会
実
行
委
員
長
か
ら
参
加
の
皆
様
に
感

謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
、
次
期
開
催
地
の
佐
賀
県

へ
全
国
高
Ｐ
連
旗
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
が
５
年
ご
と
の
見
直
し
の
年
で
あ
る
『
バ
イ

ク
の
三
な
い
運
動
』
に
つ
い
て
、
新
た
に
『
今
後
の
「
バ
イ

ク
の
三
な
い
運
動
」
の
展
開
に
つ
い
て
』
と
し
た
宣
言
が
、

大
会
要
項
の
中
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ぶ
へ
ん
ば
な
し
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